
Ｂ
Ａ Ａ

Ｂ
Ｂ Ａ

目

標

担当

部署

具体的な計画 達成基準 中間期の達成状況

中間

自己

評価

学校関係

者評価

教

務

課

○授業内容の充実　　研究主任を中心

に、授業研究委員会と協力し、教科の指

導力の向上を目指す。

　①学習者が自己の学習を省察する機

会とその評価について指導者が実践し

やすくなるように、情報提供を行う。

　②年間を通じて、多くの教科で、テーマ

を設定しての研究授業（初任者研修を含

む）を実施できるよう調整・計画・実施す

る。

○課メンバー全員が空き時間に最低週１回

は授業巡回できるよう計画し、授業の様子

を気軽に参観できる雰囲気を引き続きつく

る。

①-1 学習の省察と評価方法に関する本校

の実践事例や他校の先進事例について収

集・研究し、紹介する。

①-2 １０月末をめどに教員および生徒を対

象とした授業アンケートを行う。その結果、

省察に関する教職員の実践が８割を超え、

各授業アンケートにおける生徒の自己の成

長を評価する数値が８割をこえる。

②-１研究(公開)授業の円滑な実施ができ

るよう、教科間の調整をする。

②-2研究（公開）授業および研究協議を実

施する。その際、参加者・出席者が増えるよ

う工夫する。またその成果を全教職員で共

有できるように情報をまとめる。

①-1　校内の実践事例については、１０月末実施予

定の授業アンケートによって情報を収集予定であ

る。校外の先進事例の収集につながるべく、校外の

公開授業への参加を促しているところである。

①-2　１０月末実施に向けて今年度の授業アンケー

トについて検討中である。

②-1　「どののび」研究授業を年間３回実施できるよ

うに地歴・数学・商業・保体の教科で調整した。

②-2どののび①研究協議として、全教員による研究

協議を実施し、生徒の「のび」が実感できる場面や

授業づくりについて協議した。

①-1　校内の実践事例については、１０月末に授業

工夫アンケートを実施し、集計結果や実践の工夫

（授業者を記名）を冊子にまとめ配付した。校外の先

進事例については、校外の公開授業への参加者に

参観の報告を依頼し内容を職員会議で報告し情報

共有の図った。

①-2　授業工夫アンケート（全教員対象・１０月実

施）の結果から、振り返り（省察）を実施しているが９

２％、生徒対象の授業アンケートでは８５．２％ととも

に目標の８割を達成できた。

②-1　「どののび」研究授業を年間３回実施できるよ

うに地歴・数学・商業・保体の教科で調整・実施し

た。

②-2どののび①研究協議として、全教員による研究

協議を実施し、生徒の「のび」が実感できる場面や

授業づくりについて活発に協議した。協議内容は以

下のとおり。

・７月：生徒の「のび」をどのようにとらえるのか。ま

た、生徒の「のび」が実感できるのは授業中のどの

ような場面か。

・１１月：Ｃの生徒をどのように指導するか。

・１２月：授業の中で成績の上位の生徒の「のび」を

どう工夫するか。その一方法としてのグループ活動

をどのように活性化させるか。

また、１月の職員会議後には教科ごとに授業改善の

報告会を実施し、質的にも教員の授業改善の工夫

と向上が見て取れた。
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○授業規律の向上　　生徒課・進路指導

課と協力し、教師も生徒も『授業心得』を

常に意識した状態　で授業が行われるよ

うはたらきかける。

　①１年次生学習オリエンテーション、年

度初めの各学年集会等で授業心得につ

いて説明し学校全体の意識の統一を図

る。

　②強化週間や実践アンケートなどを

行って、問題点・改善点を把握する。

　③日常的に教員相互の授業参観・授業

巡回を呼びかける。

○IT化を推進する　　情報管理委員会と

協力し、わかりやすい授業を実践する方

策の１つとして、ま　た生徒が学習成果を

表現する手段の１つとして、ICT活用をよ

り推進する。

　①機器の使い勝手の良さを工夫する。

　②校内の実践者や実践法を紹介する。

　③職員会議時に校外研修参加者の報

告を入れる。

○生徒課と協力し、各教室に掲示する授業

心得を作成する。

①「授業心得」実践の意義を伝え、８割以上

の生徒から理解を得られる。

②「授業規律アンケート」を実施し、「満足で

きる」「実施している」等の肯定的な回答

が、生徒については８割以上、教職員につ

いては７割以上得られる。

③教職員一人あたりの授業参観の回数が

３回以上になる。

○IT化を推進する

・まずは課内メンバーが率先して授業の情

報化を図し、課会議で報告し合う。

・転任者に昨年の実績や実践例を紹介する

・使用者７０％以上

・環境整備（カーテン設置）

・今年度の校内実践例のまとめ（２学期授

業公開週間前）

・校外研修報告年２回

①１年次学習オリエンテーションについては、学年・

課を中心に実施した。学校生活、こと学習に円滑に

取り組ませるためには一定の評価はあったが、学年

を担当する教員の負担、学習集団づくりへの取組に

はさらに改善・工夫が求められる。

②「授業規律アンケート」についてはより実際が反映

するものを検討し、１１月に実施予定である。

③７月末までの教員の授業参観の回数は1.87回で

あった。

○IT化

・会議で課内メンバーでの情報交換を行っている。

・転任者には昨年度の授業工夫アンケートの集計を

配布

・１０月考査中にHR教室南側にカーテン設置予定

・１０月中に今年度の授業工夫アンケート実施予定

で質問項目等検討中

・１１月職員会議内でICT係が研修実施計画中

①１年次学習オリエンテーションについては、学年・

課を中心に実施した。学校生活、こと学習に円滑に

取り組ませるためには一定の評価はあったが、学年

を担当する教員の負担、学習集団づくりへの取組に

はさらに改善・工夫が求められる。

②生徒課との合議で「授業規律アンケート」は行わ

ないこととしたので、総務課の行う「学校アンケート」

「学校満足度アンケート」の数値を見た。

　「授業の内容は工夫されわかりやすい」生徒↑

　「生徒１人ひとりに応じた教科指導を行ってくれて

いる」

　　　生徒↑保護者↓教員↑

　「テスト以外にも多面的に評価してくれる」

　　　生徒↑保護者↓

　「授業で先生の指導に熱意を感じる」↑

　教員「授業の充実改善に努めており成果が感じら

れる」↓

　「授業の指導や方法について教員相互の研修を

積極的に」↓

　「学習の評価では得点だけでなく興味関心態度提

出物に」↓

③年間の教職員の授業参観の回数は平均4.02回と

年度当初の３回を上回ることができた。

○IT化

・会議で課内メンバーでの情報交換を行っている。

・転任者には昨年度の授業工夫アンケートの集計を

配布

・１０月考査中にHR教室南側にカーテン設置

・１０月中に今年度の授業工夫アンケート実施

・１１月職員会議内でICT係が研修実施

・授業でのＩＣＴ活用者は７７％となった。
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①生徒の興味・関心が授業に注がれる

よう配慮し、学力をより向上させるための

授業改善に取り組む。

②普通科ｷｬﾘｱ探求科の新類型に応じた

進路指導を推進する。

③基礎学力の充実は、授業や基礎学力

ﾃｽﾄ等で行い、学習内容の定着を図る。

④各教科や探究学習等において、課題

の内容及び評価の検討をし、家庭学習

時間の増加を図る。また、学習実態調査

等を活用し、面談等で改善を図る。

⑤定期考査だけでなく、校外模試などの

試験に対しても「勉強をして臨む」姿勢を

育成する。

⑥校外模試での個々の生徒ﾃﾞｰﾀを分析

し、各教科での授業や土曜塾や補講など

の指導に生かしていく。

⑦各種資格検定取得を推奨する。普通

科の就職希望者に対しても土曜塾の参

加などを促す。

⑧探究学習の成果を進路指導に結びつ

け、AOや推薦での国公立大学、有名私

立大学（GTZ：B3以上）の合格者を増や

す。

⑨進路が決定した後も学力の向上に努

める。自分の進路の振り返りをし、卒業

研究の発表を行う。

⑩従来の夏就職補講に加え、基礎学力ﾃ

ｽﾄや授業心得などを全教職員で取り組

み、就職希望者に対しての指導を充実さ

せる。

①教務課と協力し、学習評価の工夫やICT

機器やOPPの活用などにも積極的に取り入

れる。

②普通科ｷｬﾘｱ探求科とも新類型の選択に

おいて自分の進路実現に向けた科目選択

ができるように推進する。

③基礎学力ﾃｽﾄにおいて、全ｸﾗｽとも平均

点が上昇する。各学年のGTZのD3の割合

が30%未満にする。Dｿﾞｰﾝの割合を70%未満

にする。

④家庭学習時間30分以内をｾﾞﾛにする。

⑤各教科においては、土曜塾などを利用し

校外模試などの事前事後に問題の活用を

推進する。

⑥GTZのB3以上の人数を普ｷｬ合わせて各

学年10%以上にする。

⑦ｷｬﾘｱ探求科については、全商３種目１級

を２名以上。普通科の土曜塾（資格）の受講

者10名以上。

⑧国公立大学・有名私立大学（GTZ：B3以

上）合格者５名以上。

⑨自己振り返りのｱﾝｹｰﾄを行い、「よかっ

た」の割合が70%以上。

⑩6年連続就職内定率100%。

Ｂ

①ICT機器やOPPの活用は、各教科で積極的に取り

組まれている。今後は、教務課との協力のもと、各

教科での実践例等が共有できるようにしたい。

②1学期に科目選択を行い、教務課の教科書係と連

携を取りながら、進路にあった選択であるかを面談

等行いながら確認調整中である。

③基礎学力ﾃｽﾄで高得点の生徒は、学習時間も増

えており定期考査でもよい結果を得られている。学

習ができている生徒とできていない生徒の二極化

し、固定化してきているのでDｿﾞｰﾝ割合の減少には

至っていない。

1年次生：D3の割合18.5%→41.7%、Dｿﾞｰﾝの割合

68.9%→78.3%

2年次生：D3の割合41.7%→45.1%、Dｿﾞｰﾝの割合

77.8%→82.4%

3年次生：D3の割合35.1%→32.7%、Dｿﾞｰﾝの割合

60.8%→61.5%

※1年は4月→7月、2年普は1年1月→7月、2年ｷｬは

1年11月→7月、3年普は2年1月→7月、3年ｷｬは2年

11月→7月

④次回は2学期中間考査前に調査予定。

1年次生：43名、2年次生：81名、3年次生：65名（4月

実施における家庭学習時間30分以内の人数）

進路実現において、学習到達ｿﾞｰﾝを上げることが必

要であることを浸透させ、学習時間を増やしていく。

⑤教科において対策をしていただいている。

⑥1年次生：7.6%→5.0%、2年次生：2.8%→2.1%、3年

次生：18.9%→7.7%

※期間は、③に同じ。

授業や土曜塾などにおいて各教科対策を講じてい

く。

⑦3年次生5ﾎﾟｲﾝﾄ獲得数：普1名、ｷｬ10名。全商3種

目1級取得者1名、全商2種目1級取得者3名。

普通科資格土曜塾受講者前期14名、日検ﾜｰﾌﾟﾛ2

級1名、3級5名・日検情報処理3級1名合格。

普通科3年制就職希望者が積極的にチャレンジし合

格している。1年生も土曜塾に積極的に参加してい

るので、後期は2年普通科就職希望の生徒に土曜

塾参加を促す。

⑧3年生対象にＡＯ推薦入試対策の外部講師による

指導や外部講師に対するインタビューなどを行い、

教職員対象にも研修会を行った。現在の国公立希

望者数はのべ8名である。

⑨10月より卒業研究に向けて学習を行う。

⑩基礎学力ﾃｽﾄの個別分析を行い、筆記試験対策

などの個別指導を行った。

9/24現在の内定率：88％

今後も粘り強く指導をし、6年連続100％内定を目指

す。

Ｂ

①各教科からの実践例の共有もできた。

②1学期に科目選択を行い、随時面談等行いながら

調整した。

③Dｿﾞｰﾝ割合の減少には至っていない。

1年次生：D3の割合41.7%→44.9%、Dｿﾞｰﾝの割合

78.3%→80.5%

2年次生：D3の割合45.1%→47.9%、Dｿﾞｰﾝの割合

82.4%→83.5%

※1年・2年とも、7月→11月

④家庭学習時間30分以内約3割程度。年度当初よ

りは減少している。

⑤対策を行った。

⑥1年次生：5.0%→5.9%、2年次生：2.1%→1.3%

※期間は、③に同じ。

⑦3年次生5ﾎﾟｲﾝﾄ獲得数：普3名、ｷｬ16名。全商3種

目1級取得者1名、全商2種目1級取得者3名。

日検検定委員賞表彰（３種目１級合格）2名（普通科

1名・ｷｬﾘｱ探求科1名）

⑧国公立大学合格者数1名、GTZ:B3以上8名であ

る。

⑨12月に卒業研究発表会を行った。

⑩就職内定率：100％達成（2月19日）

平成２７年度　学校経営計画　（最終評価）

（１）アクティブ・ラーニング（AL）の機会を増やして主体的な学習者を育成し、生徒が自らのキャリアを開発していく能力を伸長させて進路を保障する。

（２）生徒が安心・安全・快適に生活できるよう、品格と規律のある学校生活を確立するとともに、IT化を推進し、学習環境の一層の充実を図る。

（３）生徒の自主的な活動を一層活性化し、部活動やボランティア活動の充実を図るとともに、カリキュラムを工夫し、ESD（持続発展教育）を推進する。

（１）アクティブ・ラーニング（AL）の機会を増やして主体的な学習者を育成し、生徒が自らのキャリアを開発していく能力を伸長させて進路を保障する。

（２）生徒が安心・安全・快適に生活できるよう、品格と規律のある学校生活を確立するとともに、IT化を推進し、学習環境の一層の充実を図る。
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事

務

室

①校内危険・不良箇所への対応

②安全安心な生活環境の整備

①定期巡回及び安全点検により、危険・不

良箇所を発見し、直ちに対応する。

②今年度実施の耐震補強工事において、

生徒の安全を最優先に施工管理を行う。ま

た、老朽した施設設備の計画的な改修を進

めていく。

①定期巡回等を行い、危険箇所については、直ちに

対応している。

②耐震補強工事は、職員生徒等の協力で事故なく、

順調に進捗している。引き続き安全を最優先に進め

ていく。

①引き続き定期巡回等による危険・不良箇所等の

早期発見、早期対応に努め、職員で対応できない

案件は、修理業者に依頼する等、適切に処置するこ

とができた。

②来年度以降予定の管理棟長寿命化工事につい

て、学校の要望を反映するよう県担当課、設計業者

と協議を進めた。また今後の老朽化施設の改修に

ついても検討し、計画の策定を行っている。

担当

部署

保

健

相
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課

◎自己の健康管理の確立を図り、自分を

大切にする心を養う。

　①早期治療の重要性を理解させ、夏休

み末までの治療率向上をめざす。

　②保健室の有効活用を図る。

　③学校不適応の生徒（不登校生徒）へ

早期対応を行う。

◎美化やマナー意識の高揚を図り、安全

かつ快適な学習環境・生活空間をつく

る。

　④掃除にまじめに取り組む態度を身に

つけさせる。

　⑤飲食や食堂の利用マナーを向上さ

せ、快適な生活空間を整える。

　⑥安全な教育環境をつくる。

①8月末目標：歯科35％　耳鼻科：70％　眼

科：55％（昨年度同時期：26％　耳鼻科：

66％　眼科：45％）

②年間10回以上保健室来室者目標10名以

下（昨年度13名）

③曜日を決めて昼休みにカウンセラー室を

開室し、相談しやすい環境を整える。

④行事の時に掃除をやり直さなくてよいよう

に毎日の掃除ができる。

⑤新しいゴミ分別ルールを理解し､行動でき

る。

⑥安全点検を実施し、教育環境の不備によ

り生徒が負傷しないようにする。防災訓練を

実施し、災害時の初動対応を生徒が身につ

ける。

①8月末治療状況：歯科34％　耳鼻科87％　眼科

100％。引き続き個別に治療を呼びかける。

②③保健室利用者が増加。SCや専門機関とも連携

しながら保健相談課全員で生徒支援に関わってい

る。

④美化委員と掃除場所の担当教員が一緒に清掃点

検を行なうようにした。生徒会発案で生徒会・美化

委員会・有志が中心になり校内のトイレ掃除を夏休

みに行ない、生徒の中から校内美化に対する意識

が変わりつつあると思う。

⑤紙パックと紙ゴミをそれぞれ分別回収とし、燃える

ごみの減量に取り組んでいる。

⑥安全点検後は早急に処理している。11月に防災

訓練を実施し、抜き打ち防災訓練も行う予定であ

る。

①検診事後治療率は8月末現在：歯科34％　耳鼻科

87％　眼科100％。

②年間来室回数10回以上の生徒は12人。

③ﾊｲﾊﾟｰQUの回数を増やし、実態把握に努めた。

学校不適応生徒にはSCや専門機関と連携しながら

対応。カウンセラー室の週１回開室を実施（約４０人

利用）。ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ希望が多く、一人あたりの時間を

短縮して対応。

④美化委員と担当教員が一緒に清掃点検を実施。

生徒会発案で有志で校内トイレ掃除を夏休みに実

施、特別入試前に階段掃除を1年生有志が掃除手

伝いなど生徒の中から校内美化に対する意識が変

わりつつある。

⑤紙パックと紙ゴミの分別回収を実施、燃えるごみ

の減量に取り組んだ。ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの分別・飲み残し処

理が不十分である。奨学金に対する問い合わせが

多くなっているが、事務室と連携して対応。

⑥安全点検後は早急に処理。11月に防災訓練・２

月に抜き打ち防災訓練を実施。

生

徒

課

○すべての生徒に身だしなみの重要性

を自覚させることにより自己指導力を育

成し、品位と規律ある学校生活の確立を

めざす。

　①服装・頭髪等の生活指導を全教員で

粘り強く行い、自分を大切にする心を養

う。

　②ルールやマナー意識の高揚を図り、

基本的生活習慣を身につけさせる。

　③いつでもどこでも、明るく爽やかな挨

拶ができる習慣を身につけさせる。

①②③共通　・学校アンケートで「学校は基

本的な生活習慣が身につくための指導をし

てくれている」の生徒評価が９０％を超え

る。また、中学校アンケートで「服装・頭髪な

どの生活指導を適切に行っている」の評価

が昨年を上回る。

①論語手帳・生徒こころえを携帯させ、考え

て行動する習慣づくりを育成する。

②ケータイ・スマホ依存症にならないよう呼

びかけを行い、校内での指導を徹底してい

く。

①②③共通  ・全教員であいさつ運動・服装の声か

け指導、また、授業時の服装点検等に取り組むこと

により、全体としては一定の効果がみられる。しか

し、一部の生徒は下校時にだらしない姿を見せるこ

とがある。

①論語手帳に生徒こころえを携帯させたことにより、

服装規定やルールの意識化に効果が見られる。

②ケータイ・スマホの校内での使用ルールを徹底す

るよう確認したことにより、使用マナーの改善がみら

れた。

①②③共通　学校アンケートの結果より

 ・「基本的な生活習慣が身につくため指導をしてくれ

ている」の生徒評価は85％(昨年 82％)で昨年より上

昇がみられた。

・「ルールやマナーについて規範意識を指導をしてく

れている」の生徒評価は90％(昨年 85％)で昨年より

上昇がみられた。

全体的にはおおむね落ち着いているが、一部の生

徒はまだ自覚ができておらず、今後さらなる効果的

な取り組みを工夫いていきたい。

総

務

課

① 地元の小･中学校や町役場、商工会

等と連携し、生徒が地域社会で活躍する

企画を運営する。

② 学校案内パンフレットやＨＰを活用し、

学校のＰＲ活動を積極的に推進する。

③ 年度末にアンケートを行い、生徒の学

校生活充実度を検証し、在校生への指

導の結果を分析する。

④ 生徒課と協力して、オープンスクール

を生徒会主体の運営とする。

⑤ 地区別進学説明会・中学校訪問の時

期、内容を工夫する。

① ＥＳＤ委員会や支援職員とも連携し、社

会貢献活動を円滑に運営する。

② 学校案内やパンフレットは５月中に完成

する。ＨＰは週１回以上更新する。

③ 年度末に分析結果を教職員へ周知徹底

する。

④ オープンスクールの参加者人数が昨年

以上となり、参加者アンケートの「とてもよ

かった」の割合が７０％以上となる。

⑤ 地区別進学説明会において、参加者人

数が昨年度以上となる。

①夏の社会貢献活動の参加者は昨年度を大幅に

上回った。ＥＳＤ同好会による小中学校放課後学習

支援もスタートした。

②学校案内･学校要覧はほぼ予定通りに完成させ

ることができた。ＨＰも随時更新されている。

④申込者は昨年を上回ったが、参加者は昨年より

約４０名少なかった。一方で保護者の参加者は昨年

より２０名多かった。「とてもよかった」の割合は６

１％にとどまった。来年度に向けて内容等について

生徒会と検討していく必要がある。

⑤１回目は昨年より若干少なかった。２回目に向け

ＨＰや楷の木だよりでの広報を充実させる必要があ

る。

①２学期も全体的に多くの生徒がボランティア活動

に参加した。放課後学習支援にも新たな生徒が加

わるなど、来年度に継続する活動となっっている。

学校アンケートでもボランティア活動は生徒･保護者

とも高い値を示している。

②ＨＰは定期的に更新され、最新の情報をアップで

きているが、「楷の木だより」は予定通りに発行する

ことができなかった。

③中間期の学校アンケートは、各課および全教職

員に周知したが、年度末のアンケートは現在集計中

である。学校満足度アンケート(生徒)だけは各課長

に配付したが、全教職員には３月の職員会議で提

供する予定である。

④オープンスクールの参加者および満足度は

昨年度並みであったが、第２次進路希望調査では

希望者が昨年を若干上回った。

⑤第２回地区別進学説明会の参加者は、ほぼ昨年

度並みであったが、学校での説明会への参加者は

昨年より２割増であった。昨年度まで３回実施してい

たため、トータルでは昨年度に及ばないが、学校で

の参加者が多かったことから地元の生徒･保護者の

関心が高かったものと思われる。

生

徒

課

○生徒の自主的な活動の一層の活性化

を図り、主体的に行動できる生徒を育成

する。

　①生徒会活動・委員会活動の活発な取

り組みを通して、学校行事等の推進体制

の確立を図る。

　②部・同好会活動の一層の活性化を図

り、自主性・協調性・責任感を育成する。

　③ボランティア活動の充実を図り、社会

に貢献できる生徒を育成する。

①学校満足度アンケートで「学校生活に意

欲的に取り組んでいる」と「学校の生活は楽

しい」の生徒評価が昨年を上回る。

②部活動は活動のめりはり・充実化を図

り、最終下校時刻を守らるとともに、活気あ

る学校の雰囲気作りに貢献してもらう。

③各種ボランティアや地域貢献活動に、多

くの生徒が意欲的に参加する。

①学校満足度アンケートは１月実施予定。

②部活動は各部の目標や活動方針を記入・提出し

てもらい、活動のめりはり・充実化を図り、活気ある

学校の雰囲気を作るよう支援に取り組んだ。

③各方面からの呼びかけにより、各種ボランティア・

社会貢献活動が運営できているが、３年生の主力メ

ンバーの後に続く新メンバーが不足している。

①学校満足度アンケートで「学校生活に意欲的に取

り組んでいる」の生徒評価は75％(昨年は72％)、

「学校の生活は楽しい」の生徒評価は73％(昨年は

71％)で、共に昨年をやや上回った。

学年別では３年生の数値がとても高かった。

②③共通

全体としては部活動や生徒会・委員会活動、ボラン

ティア活動などの自主活動の活性化が年々進んで

いると思われる。

（３）生徒の自主的な活動を一層活性化し、部活動やボランティア活動の充実を図るとともに、カリキュラムを工夫し、ESD（持続発展教育）を推進する。 

進

路

指

導

課

①昨年度から行われた探究学習をさらに

深化・発展させ、ｶﾘｷｭﾗﾑの充実に向け

て取り組む。

②各行事ごとにｱﾝｹｰﾄなどを行い、満足

度を問う項目を必ず入れる。その結果を

もとに生徒の自主的な活動の場となるよ

う、改善工夫を行う。

①今年度も地域と連携し、和気町支援職員

の協力を得て、校外活動の充実を図り、ICT

機器の活用も視野に入れる。進路課行事と

ｺﾗﾎﾞさせながらｶﾘｷｭﾗﾑを構築する。

②ｱﾝｹｰﾄ結果の「とてもよかった」を70%以

上、「よかった」を90%以上とし、生徒が発表

する場を数多く計画する。

①閑谷學ＬＨＲ委員会や和気町支援職員の協力の

もと、3年間を見通した探究学習のｶﾘｷｭﾗﾑの構築が

行われている。

②アンケート結果より（満足度）

集中学習会：１年次生約90％、２年次生約77％、３

年次生約96％

各行事において満足度も高く、生徒が主体となって

活動する場が多くなっている。

①閑谷學ＬＨＲ委員会や和気町支援職員の協力の

もと、3年間を見通した探究学習のｶﾘｷｭﾗﾑの構築を

行った。

②アンケート結果より（満足度）

集中学習会：１年次生約90％、２年次生約77％、３

年次生約96％

各行事において満足度も高く、生徒が主体となって

活動する場が多くなっている。


